
JP 4328266 B2 2009.9.9

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＩＰ電話装置のＰＳＴＮ電話番号情報とＩＰ電話番号情報を対応付けて登録したＮＡＰ
ＴＲリソースレコードを記憶するデータベースを保持するＥＮＵＭサーバであって、
　ＩＰネットワーク経由で発信側のＩＰ電話装置から着信側のＩＰ電話装置のＰＳＴＮ電
話番号またはＩＰ電話番号を設定した問い合わせを受信する受信手段と、
　前記ＰＳＴＮ電話番号情報の問い合わせに応じて当該ＰＳＴＮ電話番号情報に対応する
ＩＰ電話番号情報を登録した前記ＮＡＰＴＲリソースレコードまたは前記ＩＰ電話番号情
報の問い合わせに応じて当該ＩＰ電話番号情報に対応するＰＳＴＮ電話番号情報を登録し
た前記ＮＡＰＴＲリソースレコードを前記データベースから検索する制御手段と、
　前記制御手段により検索された前記ＮＡＰＴＲリソースレコードを前記発信側のＩＰ電
話装置に返送する送信手段と、
　を具備することを特徴とするＥＮＵＭサーバ。
【請求項２】
　ＩＰ電話装置のＰＳＴＮ電話番号情報とＩＰ電話番号情報を対応付けて登録したＮＡＰ
ＴＲリソースレコードを記憶するデータベースを保持するＥＮＵＭサーバとＩＰネットワ
ークを介して接続されるとともに、公衆回線網に接続されたＩＰ電話装置であって、
　着信側のＩＰ電話装置のＩＰ電話番号を設定した問い合わせを前記ＥＮＵＭサーバに送
信する送信手段と、
　前記問い合わせに応じて前記ＥＮＵＭサーバから返送される前記ＮＡＰＴＲリソースレ
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コードを受信する受信手段と、
　前記受信手段により受信された前記ＮＡＰＴＲリソースレコードからＰＳＴＮ電話番号
情報を取り出して前記公衆回線網を介して前記着信側のＩＰ電話装置に発呼させる制御手
段と、
　を具備することを特徴とするＩＰ電話装置。
【請求項３】
　前記送信手段は、ＩＰネットワーク経由で着信した発信側のＩＰ電話装置のＩＰ電話番
号を設定した問い合わせを前記ＥＮＵＭサーバに送信し、
　前記受信手段は、前記問い合わせに応じて前記ＥＮＵＭサーバから返送された前記ＮＡ
ＰＴＲリソースレコードを受信し、
　前記制御手段は、前記受信手段により受信された前記ＮＡＰＴＲリソースレコードから
取り出したＰＳＴＮ電話番号情報に基づいて発信者情報を表示手段に表示することを特徴
とする請求項２記載のＩＰ電話装置。
【請求項４】
　ＩＰネットワークに接続されたＩＰ電話装置と、ＩＰ電話装置のＰＳＴＮ電話番号情報
とＩＰ電話番号情報を対応付けて登録したＮＡＰＴＲリソースレコードを記憶するデータ
ベースを保持し、前記ＩＰ電話装置からの問い合わせに応じて前記ＮＡＰＴＲリソースレ
コードを返送するＥＮＵＭサーバと、を具備するＩＰ電話システムであって、
　前記ＩＰ電話装置は、
　着信側のＩＰ電話装置のＩＰ電話番号を設定した問い合わせを前記ＥＮＵＭサーバに送
信する送信手段と、
　前記問い合わせに応じて前記ＥＮＵＭサーバから返送される前記ＮＡＰＴＲリソースレ
コードを受信する受信手段と、
　前記受信手段により受信された前記ＮＡＰＴＲリソースレコードからＰＳＴＮ電話番号
情報を取り出して前記送信手段により前記公衆回線網を介して前記着信側のＩＰ電話装置
に発呼させる制御手段と、
　を具備することを特徴とするＩＰ電話システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＩＰ網を介して通話するＥＮＵＭサーバ、ＩＰ電話装置及びＩＰ電話システ
ムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、インターネットの急速な普及に伴い、遠隔地の電話装置と低料金での通話や登録
会員同士のＩＰ電話装置間で無料通話が可能なＩＰ電話システムが注目されている。また
、従来の公衆回線網に接続されたＰＳＴＮ電話からＩＰ電話装置に発呼する際は、「０５
０」番から始まる電話番号にダイヤルすることが知られている。また、ＩＰ電話装置では
、従来のＰＳＴＮ電話機能を併用可能で、０ＡＢＪ体系の電話番号とＩＰ電話番号の両方
が利用可能なものもある。
【０００３】
　また、例えば、特許文献１に記載されたＩＰ電話兼用型加入電話機では、発信側のＩＰ
電話機がＰＳＴＮ電話番号とＩＰアドレスを保持し、着信時又は発信時に、自機のＩＰア
ドレスを相手電話機に通知し、相手電話機からのＩＰアドレス応答の有無によって相手側
がＩＰ電話機かＰＳＴＮ電話機かを識別して、ＩＰネットワーク又は公衆回線網を介して
発信側又は着信側のＩＰ電話機（又は、ＰＳＴＮ電話機）と相互接続するようにしている
。
【特許文献１】特開２００３－１２５０３２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　しかしながら、ＰＳＴＮ電話機能を併用可能で、０ＡＢＪ体系のＰＳＴＮ電話番号とＩ
Ｐ電話番号の両方が利用可能なＩＰ電話装置に発呼する場合、発呼側のユーザは、ＰＳＴ
Ｎ電話番号ととともにＩＰ電話番号も記憶する必要があり、ユーザにとって負担であった
。
【０００５】
　また、特許文献１に記載されたＩＰ電話兼用型加入電話機では、着信側のＩＰ電話機（
又は、ＰＳＴＮ電話機）を呼び出す際に、着信時又は発信時に、自機のＩＰアドレスを相
手電話機に通知し、相手電話機からのＩＰアドレス応答の有無によって相手側がＩＰ電話
機かＰＳＴＮ電話機かを識別して、ＩＰネットワーク又は公衆回線網を介して相手電話機
と相互接続するようにしている。このため、ＩＰ電話機のユーザは、ＰＳＴＮ電話番号と
ＩＰ電話番号の双方を記憶する必要があり、ユーザの負担は軽減されない。
【０００６】
　本発明はかかる点に鑑みてなされたものであり、ＰＳＴＮ電話番号とＩＰ電話番号の両
方が利用可能なＩＰ電話装置に対して、ＰＳＴＮ電話番号による発呼をＩＰ電話番号の発
呼に自動的に切り替える、又は、ＩＰ電話番号による発呼をＰＳＴＮ電話番号の発呼に自
動的に切り替えてユーザの負担を軽減するＥＮＵＭサーバ、ＩＰ電話装置及びＩＰ電話シ
ステムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、ＩＰ電話装置のＰＳＴＮ電話番号情報とＩＰ電話番号情報を対応付けて登録
したＮＡＰＴＲリソースレコードを記憶するデータベースを保持するＥＮＵＭサーバであ
って、ＩＰネットワーク経由で発信側のＩＰ電話装置から着信側のＩＰ電話装置のＰＳＴ
Ｎ電話番号またはＩＰ電話番号を設定した問い合わせを受信する受信手段と、前記ＰＳＴ
Ｎ電話番号情報の問い合わせに応じて当該ＰＳＴＮ電話番号情報に対応するＩＰ電話番号
情報を登録した前記ＮＡＰＴＲリソースレコードまたは前記ＩＰ電話番号情報の問い合わ
せに応じて当該ＩＰ電話番号情報に対応するＰＳＴＮ電話番号情報を登録した前記ＮＡＰ
ＴＲリソースレコードを前記データベースから検索する制御手段と、前記制御手段により
検索された前記ＮＡＰＴＲリソースレコードを前記発信側のＩＰ電話装置に返送する送信
手段と、を具備するようにしたものである。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明に係るＥＮＵＭサーバ、ＩＰ電話装置及びＩＰ電話システムによれば、ＰＳＴＮ
電話番号とＩＰ電話番号の両方が利用可能なＩＰ電話装置に対して、ＰＳＴＮ電話番号に
よる発呼をＩＰ電話番号の発呼に自動的に切り替える、又は、ＩＰ電話番号による発呼を
ＰＳＴＮ電話番号の発呼に自動的に切り替えてユーザの負担を軽減することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　本発明の第１の態様に係るＥＮＵＭサーバは、ＩＰ電話装置のＰＳＴＮ電話番号情報と
ＩＰ電話番号情報を対応付けて登録したＮＡＰＴＲリソースレコードを記憶するデータベ
ースを保持するＥＮＵＭサーバであって、ＩＰネットワーク経由で発信側のＩＰ電話装置
から着信側のＩＰ電話装置のＰＳＴＮ電話番号またはＩＰ電話番号を設定した問い合わせ
を受信する受信手段と、前記ＰＳＴＮ電話番号情報の問い合わせに応じて当該ＰＳＴＮ電
話番号情報に対応するＩＰ電話番号情報を登録した前記ＮＡＰＴＲリソースレコードまた
は前記ＩＰ電話番号情報の問い合わせに応じて当該ＩＰ電話番号情報に対応するＰＳＴＮ
電話番号情報を登録した前記ＮＡＰＴＲリソースレコードを前記データベースから検索す
る制御手段と、前記制御手段により検索された前記ＮＡＰＴＲリソースレコードを前記発
信側のＩＰ電話装置に返送する送信手段と、を具備する構成を採る。
【００１２】
　この構成によれば、発信側のＩＰ電話装置は、ＩＰ電話番号による発呼をＰＳＴＮ電話
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番号による発呼に自動的に切り替えて発呼することができる。
【００１５】
　本発明の第２の態様に係るＩＰ電話装置は、ＩＰ電話装置のＰＳＴＮ電話番号情報とＩ
Ｐ電話番号情報を対応付けて登録したＮＡＰＴＲリソースレコードを記憶するデータベー
スを保持するＥＮＵＭサーバとＩＰネットワークを介して接続されるとともに、公衆回線
網に接続されたＩＰ電話装置であって、ＩＰ電話番号での呼接続に失敗した場合、着信側
のＩＰ電話装置のＩＰ電話番号を設定した問い合わせを前記ＥＮＵＭサーバに送信する送
信手段と、前記問い合わせに応じて前記ＥＮＵＭサーバから返送される前記ＮＡＰＴＲリ
ソースレコードを受信する受信手段と、前記受信手段により受信された前記ＮＡＰＴＲリ
ソースレコードからＰＳＴＮ電話番号情報を取り出して前記公衆回線網を介して前記着信
側のＩＰ電話装置に発呼させる制御手段と、を具備する構成を採る。
【００１６】
　この構成によれば、着信側のＩＰ電話装置のＰＳＴＮ電話番号を取得して公衆回線網を
介した発呼に自動的に切り替えることができ、ＩＰ電話装置のユーザは、発呼操作を繰り
返す手間を軽減することができる。
【００１７】
　本発明の第３の態様は、第２の態様のＩＰ電話装置において、前記送信手段は、ＩＰネ
ットワーク経由で着信した発信側のＩＰ電話装置のＩＰ電話番号を設定した問い合わせを
前記ＥＮＵＭサーバに送信し、前記受信手段は、前記問い合わせに応じて前記ＥＮＵＭサ
ーバから返送された前記ＮＡＰＴＲリソースレコードを受信し、前記制御手段は、前記受
信手段により受信された前記ＮＡＰＴＲリソースレコードから取り出したＰＳＴＮ電話番
号情報に基づいて発信者情報を表示手段に表示する構成を採る。
【００１８】
　この構成によれば、着信側のＩＰ電話装置のユーザは、発信側のＩＰ電話装置のＩＰ電
話番号を覚えていなくても、電話帳登録していなくても、ＰＳＴＮ電話番号からユーザが
誰かを確認してから着信を受けることができ、知らない相手からの電話を受けることを回
避することができる。
【００２１】
　本発明の第４の態様に係るＩＰ電話システムは、ＩＰネットワークに接続されたＩＰ電
話装置と、ＩＰ電話装置のＰＳＴＮ電話番号情報とＩＰ電話番号情報を対応付けて登録し
たＮＡＰＴＲリソースレコードを記憶するデータベースを保持し、前記ＩＰ電話装置から
の問い合わせに応じて前記ＮＡＰＴＲリソースレコードを返送するＥＮＵＭサーバと、を
具備するＩＰ電話システムであって、前記ＩＰ電話装置は、ＩＰ電話番号での呼接続に失
敗した場合、着信側のＩＰ電話装置のＩＰ電話番号を設定した問い合わせを前記ＥＮＵＭ
サーバに送信する送信手段と、前記問い合わせに応じて前記ＥＮＵＭサーバから返送され
る前記ＮＡＰＴＲリソースレコードを受信する受信手段と、前記受信手段により受信され
た前記ＮＡＰＴＲリソースレコードからＰＳＴＮ電話番号情報を取り出して前記送信手段
により前記公衆回線網を介して前記着信側のＩＰ電話装置に発呼させる制御手段と、を具
備する構成を採る。
【００２２】
　この構成によれば、着信側のＩＰ電話装置のＰＳＴＮ電話番号を取得して公衆回線網を
介した発呼に自動的に切り替えることができ、ＩＰ電話装置のユーザは、発呼操作を繰り
返す手間を軽減することができる。
【００２３】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。
【００２４】
　（実施の形態１）
　図１は、本実施の形態１のＩＰ電話システムの全体構成を示す図である。図１において
、ＩＰ電話システム１００は、複数台のＩＰ電話装置（以下、ＩＰ電話という）１０１、
１０２、ＥＮＵＭサーバ１０３、ＤＮＳサーバ１０４、コールエージェント（以下、ＣＡ
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という）１０５がＩＰネットワーク１０６を介して相互に接続されている。なお、同図の
構成に限らず３台以上のＩＰ電話を接続してＩＰ電話システムを構成してもよい。
【００２５】
　ＩＰ電話１０１（１０２）は、ＩＰネットワーク１０６を介して他のＩＰ電話との間で
音声通話が可能な機能を有している。
【００２６】
　ＥＮＵＭ（Telephone Number Mapping）サーバ１０３は、後述するＮＡＰＴＲ（The Na
ming Authority Pointer）リソースレコード（以下、ＮＡＰＴＲレコードという）を登録
するデータベース（以下、ＤＢという）を備える。ＥＮＵＭサーバ１０３は、ＩＰ電話１
０１（１０２）の問い合わせ（ＥＮＵＭクエリー）に応じて、ＤＢに登録されたＮＡＰＴ
ＲレコードをＩＰ電話１０１（１０２）に返送する。
【００２７】
　ＤＮＳ（Domain Name System）サーバ１０４は、ＮＡＰＴＲレコードに指定されるＵＲ
Ｉ（Uniform Resource Identifier ）とＩＰアドレスとが対応付けて登録されるＤＢを備
える。ＤＮＳサーバ１０４は、ＩＰ電話１０１（１０２）の問い合わせに応じて、ＤＢに
登録されたＩＰアドレスをＩＰ電話１０１（１０２）に返送する。
【００２８】
　ＣＡ１０５は、ＩＰネットワーク１０６に接続されたＩＰ電話１０１（１０２）間の呼
接続を制御する。ＣＡ１０５は、着信を受けたＩＰ電話１０１（１０２）からの呼接続要
求に応じて、着呼先のＩＰ電話１０１（１０２）との間で呼接続制御を実行する。
【００２９】
　図２は、本実施の形態１のＩＰ電話１０１の構成を示すブロック図である。なお、ＩＰ
電話１０２もＩＰ電話１０１と同様の構成を有する。
【００３０】
　図２におい、ＩＰ電話１０１は、ＣＰＵ２０１、メモリ２０２、ハンドセット２０３、
表示装置２０４及びネットワーク・インターフェース（以下、ネットワークＩ／Ｆという
）２０５により主に構成されている。
【００３１】
　ＣＰＵ（Central Processing Unit ）２０１は、メモリ２０２に記憶された音声通話制
御プログラムに基づいてＩＰネットワーク１０６を介して他のＩＰ電話１０２と音声通話
を行う際に必要となる全ての動作を制御する。従って、ＣＰＵ２０１は、ＳＩＰ（Sessio
n Initiation Protocol ）やＨ．３２３に代表される呼制御プロトコルに従って、宛先端
末との間の呼制御を実行する。また、ＣＰＵ２０１は、表示装置２０４やネットワークＩ
／Ｆ２０５に必要な指示を与える。また、ＣＰＵ２０１は、ＥＮＵＭサーバ１０３へ宛先
端末に対応するＮＡＰＴＲレコードを問い合わせるＥＮＵＭクエリーの送出や、そのＥＮ
ＵＭクエリーに対する応答（ＥＮＵＭ応答）の受信、並びに、ＤＮＳサーバ１０４へＩＰ
アドレスを問い合わせるＩＰアドレス問い合わせの送出や、そのＩＰアドレス問い合わせ
に対する応答（ＩＰアドレス応答）の受信制御を行う。なお、ＣＰＵ２０１は、制御手段
として機能する。
【００３２】
　メモリ２０２は、ＣＰＵ２０１が実行する音声通話制御プログラム等を記憶するＲＯＭ
（Read Only Memory）としての機能と、ＣＰＵ２０１がプログラムを実行する際のワーク
メモリとして利用されるＲＡＭ（Random Access Memory）としての機能を有する。
【００３３】
　ハンドセット２０３は、ユーザによるオフフック操作又はオンフック操作に応じてオフ
フック信号又はオンフック信号をＣＰＵ２０１に出力する。また、ハンドセット２０３は
、マイクとスピーカを備え、宛先端末との間の通話開始時にユーザの送話音声をマイクに
より送話音声信号に変換してＣＰＵ２０１に出力するとともに、ＣＰＵ２０１から入力さ
れる受話音声信号をスピーカにより受話音声として出力する。
【００３４】
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　表示装置２０４は、液晶パネル等により構成され、ＩＰ電話１０１の現在のステータス
を表示するとともに、ＣＰＵ２０１から入力された電話番号等を表示する。
【００３５】
　ネットワークＩ／Ｆ２０５は、ＩＰ電話１０１が接続されるＩＰネットワーク１０６と
のインターフェースである。なお、ネットワークＩ／Ｆ２０５は、送信手段及び受信手段
として機能する。
【００３６】
　図３は、本実施の形態１のＥＮＵＭサーバ１０３の構成を示すブロック図である。図３
において、ＥＮＵＭサーバ１０３は、ＣＰＵ３０１、メモリ３０２、ＤＢ３０３、入出力
装置３０４及びネットワークＩ／Ｆ３０５により主に構成される。
【００３７】
　ＣＰＵ３０１は、メモリ３０２に記憶された制御プログラムに基づいてＥＮＵＭサーバ
１０３全体を制御する。また、ＣＰＵ３０１は、例えば、ＩＰ電話１０１からＥＮＵＭク
エリー（問い合わせ）を受け付けると、後述するＤＢ３０３に登録されたデータから該当
するＮＡＰＴＲレコードを検索してＥＮＵＭクエリーを送出してきたＩＰ電話１０１に返
送する。なお、ＣＰＵ３０１は、制御手段として機能する。
【００３８】
　メモリ３０２は、ＣＰＵ３０１が実行する制御プログラム等を記憶するＲＯＭとしての
機能と、ＣＰＵ３０１がプログラムを実行する際のワークメモリとして利用されるＲＡＭ
としての機能を有する。
【００３９】
　ＤＢ３０３は、ハードディスク装置等により構成され、上記ＮＡＰＴＲレコードを登録
する。図４は、本実施の形態１に係るＤＢ３０３に登録されたＮＡＰＴＲレコードの一例
を示す図である。同図において、電話番号「０３１０００００００」及び「０３１０００
０００１」から得られるドメイン名に対応するＮＡＰＴＲレコードが登録された場合を示
している。
【００４０】
　入出力装置３０４は、ＥＮＵＭサーバ１０３をメンテナンスする際に使用するキーボー
ド等の入力デバイスと、メンテナンス情報を表示する表示装置等の出力デバイスとから構
成される。ネットワークＩ／Ｆ３０５は、ＥＮＵＭサーバ１０３が接続されるＩＰネット
ワーク１０６とのインターフェースである。なお、ネットワークＩ／Ｆ３０５は、送信手
段及び受信手段として機能する。
【００４１】
　同図において、電話番号「０３１０００００００」から得られるドメイン名「０．０．
０．０．０．０．０．１．３．１．８．ｅ１６４．ａｒｐａ」に対してＵＲＩ「０５０１
１１１２２２２＠ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｊｐ」及び「／／ｗｗｗ．ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．
ｃｏｍ／ｕｓｅｒ０５０１１１１２２２２．ｈｔｍｌ」が対応付けられている。前者のＳ
ｅｒｖｉｃｅフィールドにはＳＩＰプロトコルに対応可能であることを示す「Ｅ２Ｕ＋ｓ
ｉｐ」が記述され、後者のＳｅｒｖｉｃｅフィールドにはｈｔｔｐ（hypertext transfer
 protocol ）プロトコルに対応可能であることを示す「Ｅ２Ｕ＋ｈｔｔｐ」が記述されて
いる。
【００４２】
　また、電話番号「０３１００００００１」から得られるドメイン名「１．０．０．０．
０．０．０．１．３．１．８．ｅ１６４．ａｒｐａ」に対してＵＲＩ「０５０３３３３４
４４４＠ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｊｐ」及び「／／ｗｗｗ．ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｃｏｍ／
ｕｓｅｒ０５０３３３３４４４４．ｈｔｍｌ」が対応付けられている。前者のＳｅｒｖｉ
ｃｅフィールドにはＳＩＰプロトコルに対応可能であることを示す「Ｅ２Ｕ＋ｓｉｐ」が
記述され、後者のＳｅｒｖｉｃｅフィールドにはｈｔｔｐ（hypertext transfer protoco
l ）プロトコルに対応可能であることを示す「Ｅ２Ｕ＋ｈｔｔｐ」が記述されている。
【００４３】
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　なお、上記ＩＰ電話１０１及びＩＰ電話１０２の各電話番号「０３１０００００００」
及び「０３１００００００１」は、０ＡＢＪ番号体系のＰＳＴＮ電話番号であり、ＵＲＩ
に含まれる「０５０１１１１２２２２」及び「０５０３３３３４４４４」は、ＩＰ電話番
号体系のＩＰ電話番号である。したがって、ＮＡＰＴＲレコードには、ＩＰ電話１０１及
びＩＰ電話１０２にそれぞれ割り当てられたＰＳＴＮ電話番号（０ＡＢＪ番号）とＩＰ電
話番号の対応付けがなされている。
【００４４】
　図５は、本実施の形態１に係るＤＮＳサーバ１０４のＤＢに登録されたデータの一例を
示す図である。
【００４５】
　同図において、ＵＲＩ「０５０１１１１２２２２＠ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｊｐ」、「０
５０３３３３４４４４＠ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｊｐ」、「０５０５５５５６６６６＠ｔｏ
ｋｙｏ．ｓｉｐ．ｊｐ」及び「０５０７７７７８８８８＠ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｊｐ」が
登録されている場合を示している。具体的には、ＵＲＩ「０５０１１１１２２２２＠ｔｏ
ｋｙｏ．ｓｉｐ．ｊｐ」、「０５０３３３３４４４４＠ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｊｐ」、「
０５０５５５５６６６６＠ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｊｐ」及び「０５０７７７７８８８８＠
ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｊｐ」に対して、それぞれＩＰアドレス「１９２．１６８．１．１
」、「１９２．１６８．１．２」、「１９２．１６８．１．３」及び「１９２．１６８．
１．４」が対応付けられている。
【００４６】
　また、ＣＡ１０５には、ＩＰネットワーク１０６に接続された全てのＩＰ電話、すなわ
ち、ＩＰ電話１０１及びＩＰ電話１０２の各ＩＰ電話番号やユーザ情報を登録するＤＢが
備えられている。新規のＩＰ電話がＩＰネットワーク１０６に接続された場合、ＣＡ１０
５は、そのＩＰ電話のＩＰ電話番号とユーザ情報を取得してＤＢに登録するものとする。
【００４７】
　次に、図１のＩＰ電話システム１００において、ＩＰ電話１０１がＩＰ電話１０２と通
話を行うまでの動作について、図６に示すシーケンス図を参照して説明する。
【００４８】
　なお、図６の動作を説明する前提として、ＥＮＵＭサーバ１０３のＤＢ３０３には図４
に示すＮＡＰＴＲレコードが登録されＤＮＳサーバ１０４のＤＢには図５に示すデータが
登録されているものとする。また、ＩＰ電話１０１及びＩＰ電話１０２には、それぞれ電
話番号として、０ＡＢＪ番号体系のＰＳＴＮ電話番号「０３１０００００００」及び「０
３１００００００１」と、ＩＰ電話番号体系の「０５０」から始まるＩＰ電話番号「０５
０１１１１２２２２」及び「０５０３３３３４４４４」が割り当てられているものとする
。
【００４９】
　図６に示すシーケンス図では、ＩＰ電話１０１のオペレータがＩＰ電話１０２のＰＳＴ
Ｎ電話番号を入力して通話を開始するまでの動作について説明する。
【００５０】
　ＩＰ電話１０１がＩＰ電話１０２と通話を行う場合、まず、ＩＰ電話１０１は、オペレ
ータによりＩＰ電話１０２のＰＳＴＮ電話番号「０３１００００００１」が入力された後
、ＥＮＵＭクエリーの送出が指示される。
【００５１】
　ＰＳＴＮ電話番号を受け付けた後、ＥＮＵＭクエリーの送出指示を受け付けると、ＩＰ
電話１０１のＣＰＵ２０１は、このＰＳＴＮ電話番号に対応するＮＡＰＴＲレコードを問
い合わせるＥＮＵＭクエリーをネットワークＩ／Ｆ２０５からＥＮＵＭサーバ１０３に対
して送出する（ステップＳ６０１）。この場合、ＩＰ電話１０１は、まず、オペレータが
入力したＰＳＴＮ電話番号「０３１００００００１」を国番号付きのＥ．１６４番号であ
る「＋８１－３－１００００００１」に変換し、先頭の＋と数字を残して「＋８１３１０
０００００１」とする。そして、数字以外の文字を抹消して数字間にドットを挿入して「



(8) JP 4328266 B2 2009.9.9

10

20

30

40

50

８．１．３．１．０．０．０．０．０．０．１」とする。次に、数字を逆順にして最後に
文字列「．ｅ１６４．ａｒｐａ」を追加する。以上の処理により、ドメイン名である「１
．０．０．０．０．０．０．１．３．１．８．ｅ１６４．ａｒｐａ」を得て、この文字列
に対応するＮＡＰＴＲレコードを問い合わせるＥＮＵＭクエリーをＥＮＵＭサーバ１０３
に送出する。
【００５２】
　ＥＮＵＭサーバ１０３は、ＩＰ電話１０１からＥＮＵＭクエリーを受け付けると、ドメ
イン名「１．０．０．０．０．０．０．１．３．１．８．ｅ１６４．ａｒｐａ」に対応す
るＮＡＰＴＲレコードをＤＢ３０３から検索し、検索したＮＡＰＴＲレコードを含むＥＮ
ＵＭ応答をＩＰ電話１０１に返送する（ステップＳ６０２）。この場合、ＥＮＵＭサーバ
１０３は、図４に示すＮＡＰＴＲレコードのうち、下側のドメイン名に属するＮＡＰＴＲ
レコードを検索し、このＮＡＰＴＲレコードを含むＥＮＵＭ応答をＩＰ電話１０１に返送
する。このＥＮＵＭ応答がＩＰ電話１０１に返送されることで、ＩＰ電話１０２のＩＰ電
話番号が「０５０３３３３４４４４」であること、ＳＩＰプロトコルに対応可能であるこ
と、ｈｔｔｐｓプロトコルに対応可能であることがＩＰ電話１０１に通知されることにな
る。
【００５３】
　次いで、ＩＰ電話１０１は、ＥＮＵＭサーバ１０３からＮＡＰＴＲレコードを含むＥＮ
ＵＭ応答を受け付けると、ＣＰＵ２０１は、ＳＩＰプロトコルに対応可能であることを示
すＮＡＰＴＲレコードに指定された「０５０３３３３４４４４＠ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｊ
ｐ」から「０５０３３３３４４４４」を取り出して、ＩＰ電話１０２のＩＰ電話番号を認
識する。そして、ＩＰ電話１０１は、そのＩＰ電話番号「０５０３３３３４４４４」を設
定した「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージを含む発呼をネットワークＩ／Ｆ２０５からＣＡ１０
５に送出する（ステップＳ６０３）。
【００５４】
　ここで、「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージの設定内容の一例について図７を参照して説明す
る。この「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージには、第３行目に示すようにＦｒｏｍヘッダを含む
とともに、第４行目に示すようにＴｏヘッダが含まれている。Ｆｒｏｍヘッダには、発信
元であるＩＰ電話１０１のＩＰ電話番号「０５０１１１１２２２２」を含む内容が記述さ
れる。また、Ｔｏヘッダには、着信側であるＩＰ電話１０２のＩＰ電話番号「０５０３３
３３４４４４」を含む内容が記述される。
【００５５】
　特に、同図に示す例では、Ｆｒｏｍヘッダ及びＴｏヘッダに記述される内容に＠マーク
を含ませ、その前側（同図に示す左側）にそれぞれ発信元又は着信側のＩＰ電話番号を記
述している。なお、Ｆｒｏｍヘッダ及びＴｏヘッダに記述される内容は、特に同図に示す
内容に限定されない。
【００５６】
　ＣＡ１０５は、ＩＰ電話１０１から「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージを含む発呼を受信する
と、この「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージに含まれるＴｏヘッダから着信側であるＩＰ電話１
０２のＩＰ電話番号を抽出する。この場合、図７に示すＴｏヘッダの記述内容のうち、＠
マークの前側に記述された「０５０３３３３４４４４」を着信側のＩＰ電話１０２のＩＰ
電話番号として抽出する。
【００５７】
　そして、ＣＡ１０５は、ＩＰ電話１０１から受信した「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージを含
む発呼を着信側であるＩＰ電話１０２に送出する（ステップＳ６０４）。ＩＰ電話１０２
は、ＣＡ１０５から「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージを含む発呼を受信すると、呼び出し音を
鳴動させて着信をオペレータに知らせるとともに、「１８０ｒｉｎｇｉｎｇ」メッセージ
をＣＡ１０５に送出する（ステップＳ６０５）。ＣＡ１０５は、ＩＰ電話１０２から受信
した「１８０ｒｉｎｇｉｎｇ」メッセージを着信側のＩＰ電話１０１に送出する（ステッ
プＳ６０６）。



(9) JP 4328266 B2 2009.9.9

10

20

30

40

50

【００５８】
　ＩＰ電話１０１は、ＩＰ電話１０２から「１８０ｒｉｎｇｉｎｇ」メッセージを受信す
ると、ハンドセット２０３のスピーカからリングバックトーンが発音して、着信先のＩＰ
電話１０２を呼び出していることがオペレータに知らされる。そして、着信先のＩＰ電話
１０２において、オペレータによるハンドセット２０３のオフフックが検出されると、Ｉ
Ｐ電話１０１に対して接続許可を示す「２００ＯＫ」メッセージが送出される（ステップ
Ｓ６０７）。
【００５９】
　次いで、ＩＰ電話１０１は、ＩＰ電話１０２から「２００ＯＫ」メッセージを受信する
と、ＩＰ電話１０２に対して「ＡＣＫ」メッセージを送出する（ステップＳ６０８）。Ｉ
Ｐ電話１０２は、ＩＰ電話１０１から「ＡＣＫ」メッセージを受信すると、ＩＰ電話１０
１とＩＰ電話１０２との間で通話可能状態となる。
【００６０】
　また、図６のシーケンス図において、破線で示す部分は、ＩＰ電話１０１がＣＡ１０５
をＵＲＩで指定されていてＩＰアドレスをクエリーする必要がある場合に、ＤＮＳサーバ
１０４への問い合わせ処理を示すものである。この場合、ＩＰ電話１０１は、ＥＮＵＭサ
ーバ１０３から受信したＥＮＵＭ応答に含まれるＮＡＰＴＲレコードに指定された「０５
０３３３３４４４４＠ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｊｐ」に対応するＩＰアドレスの問い合わせ
をＤＮＳサーバ１０４に送出する（ステップＳ６１１）。
【００６１】
　ＤＮＳサーバ１０４は、ＩＰ電話１０１からＩＰアドレス問い合わせを受け付けると、
当該ＵＲＩに対応するＩＰアドレスを検索し、当該ＩＰアドレスを含むＩＰアドレス応答
をＩＰ電話１０１に返送する（ステップＳ６１２）。この場合、ＤＮＳサーバ１０４は、
図５に示すＤＢのデータのうち、上から２番目のＩＰアドレス（１９２．１６８．１．２
）を検索し、当該ＩＰアドレスを含むＩＰアドレス応答をＩＰ電話１０１に返送する。
【００６２】
　ＩＰ電話１０１は、ＤＮＳサーバ１０４からＩＰアドレス応答を受け付けると、ＩＰ電
話１０２に割り当てられたＩＰアドレスを認識し、そのＩＰアドレスに対して「ＩＮＶＩ
ＴＥ」メッセージを送出する。以後の処理は、上記と同様となる。
【００６３】
　次に、図６のシーケンス図に示したＩＰ電話１０１の動作について、図８示すフローチ
ャートを参照して説明する。
【００６４】
　まず、ＥＮＵＭサーバ１０３では、図４に示したＩＰ電話１０１及びＩＰ電話１０２の
各ＰＳＴＮ電話番号とＩＰ電話番号の対応付けを含むＮＡＰＴＲレコードが登録されてい
るものとする（ステップＳ８０１）。ＩＰ電話１０１は、オペレータによりＩＰ電話１０
２のＰＳＴＮ電話番号「０３１００００００１」が入力され、ＥＮＵＭクエリーの送出が
指示されると（ステップＳ８０２）、このＰＳＴＮ電話番号に対応するＮＡＰＴＲレコー
ドを問い合わせるＥＮＵＭクエリーをネットワークＩ／Ｆ２０５からＥＮＵＭサーバ１０
３に対して送出する（ステップＳ８０３）。
【００６５】
　次いで、ＩＰ電話１０１は、ＥＮＵＭクエリーに対してＥＮＵＭサーバ１０３から返送
されるＥＮＵＭ応答の受信を待ち（ステップＳ８０４）、ＥＮＵＭ応答を受信した場合は
（ステップＳ８０４：ＹＥＳ）、ステップＳ８０５に移行して、受信したＥＮＵＭ応答の
ＮＡＰＴＲレコードによりＩＰ電話１０２のＩＰ番号の登録の有無を判別する。
【００６６】
　ＩＰ電話１０１は、ＮＡＰＴＲレコードにＩＰ電話１０２のＩＰ電話番号が登録されて
いると判別した場合は（ステップＳ８０５：ＹＥＳ）、ステップＳ８０６移行して、ＮＡ
ＰＴＲレコードから取り出したＩＰ電話番号を用いて、ＣＡ１０５を介してＩＰ電話１０
２との間で呼接続手順を開始する。
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【００６７】
　また、ＩＰ電話１０１は、ステップＳ８０４においてＥＮＵＭ応答が無いと判別した場
合（ステップＳ８０４：ＮＯ）、又は、ステップＳ８０５において受信したＮＡＰＴＲレ
コードにＩＰ電話１０２のＩＰ電話番号が登録されていないと判別した場合は（ステップ
Ｓ８０５：ＮＯ）、ステップＳ８０７に移行してエラー処理を実行する。
【００６８】
　また、ＩＰ電話１０１に設定されたＣＡ１０５がＵＲＩ形式の場合、上記ステップＳ８
０５とステップＳ８０６の間で、ＤＮＳサーバ１０４に対する処理を実行することになる
。このＩＰ電話１０１のＤＮＳサーバ１０４に対する処理は、図７への図示は省略するが
、処理内容を以下に説明する。
【００６９】
　ＩＰ電話１０１は、ＩＰ電話１０１に設定されたＣＡ１０５がＵＲＩ形式の場合、ＣＡ
１０５のＩＰアドレスの問い合わせをＤＮＳサーバ１０４に送出する。
【００７０】
　そして、ＩＰ電話１０１は、ＤＮＳサーバ１０４から返送されるＣＡ１０５のＩＰアド
レス応答の受信を待ち、ＩＰアドレス応答を受信すると、ＣＡ１０５を介してＩＰ電話１
０２との間で呼接続手順を開始する。
【００７１】
　また、ＩＰ電話１０１は、ＤＮＳサーバ１０４からＩＰアドレス応答を受信しない場合
、上記ステップＳ８０７のエラー処理を実行する。
【００７２】
　以上のように、本実施の形態１のＩＰ電話システム１００では、ＥＮＵＭサーバ１０３
のＤＢ３０３に、ＩＰ電話１０１とＩＰ電話１０２のＰＳＴＮ電話番号（０ＡＢＪ番号）
とＩＰ電話番号とを対応つけたＮＡＰＴＲレコードを登録する。そして、ＥＮＵＭサーバ
１０３は、発信側のＩＰ電話１０１からＰＳＴＮ電話番号に基づくドメイン名を設定した
ＥＮＵＭクエリーを受け付けると、そのドメイン名に対応するＮＡＰＴＲレコードをＤＢ
３０３から検索し、そのＮＡＰＴＲレコードを含むＥＮＵＭ応答をＩＰ電話１０１に返送
する。ＩＰ電話１０１は、ＥＮＵＭサーバ１０３からＥＮＵＭ応答を受け付けると、その
ＥＮＵＭ応答に含まれるＮＡＰＴＲレコードに設定された着信側のＩＰ電話１０２のＩＰ
電話番号を取り出し、ＣＡ１０５を介してＩＰ電話１０２との間で呼接続手順を開始する
。
【００７３】
　したがって、発信側ＩＰ電話１０１のオペレータは、着信側ＩＰ電話１０２のＩＰ電話
番号を知らなくても、ＩＰ電話１０１とＥＮＵＭサーバ１０３との間で処理されるＥＮＵ
Ｍ問い合わせ及びＥＮＵＭ応答手順により、自動的に着信側ＩＰ電話１０２に対してＩＰ
電話番号による発呼を開始することができる。その結果、ＩＰ電話１０１のオペレータは
、着信側ＩＰ電話１０２のＰＳＴＮ電話番号とＩＰ電話番号を両方とも覚える必要が無く
、また、ＰＳＴＮ電話番号だけを電話帳登録してあれば良く、オペレータの負担を軽減す
ることができる。
【００７４】
　なお、上記実施の形態１では、ＩＰ電話１０１からＩＰ電話１０２に発呼する場合を説
明したが、ＩＰ電話１０２からＩＰ電話１０１に発呼する場合も同様に上記シーケンス及
びフローを適用可能である。
【００７５】
　（実施の形態２）
　本実施の形態２は、公衆回線網とＩＰネットワークの両方に接続可能なＩＰ電話装置間
の呼接続処理において、ＩＰネットワークを介したＩＰ電話装置との呼接続が不可能な場
合に公衆回線網を介して呼接続を実行可能とするＩＰ電話システムについて説明する。
【００７６】
　図９は、本実施の形態２のＩＰ電話システム９００の全体構成を示す図である。図９に
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おいて、上記図１に示したＩＰ電話システム１００と同一の構成部分については、同一符
号を付しており、その同一構成部分の説明は省略する。
【００７７】
　図９に示すＩＰ電話システム９００において、図１のＩＰ電話システム１００と異なる
部分は、ＩＰ電話９０１（９０２）が交換機９０５（９０６）を介して公衆回線網９０４
に接続されていることと、ＥＮＵＭサーバ９０３の機能が異なることがことである。
【００７８】
　図１０は、本実施の形態２のＩＰ電話９０１の構成を示すブロック図である。この図に
おいて、上記図２に示したＩＰ電話１０１と同一の構成部分には同一符号を付しており、
その同一構成部分の説明は省略する。なお、ＩＰ電話９０２もＩＰ電話９０１と同様の構
成を有する。
【００７９】
　図１０に示すＩＰ電話９０１において、図２のＩＰ電話１０１と異なる部分は、ＣＰＵ
１００１の機能が異なることと、ＩＰ電話９０１を公衆回線網９０４に接続するための公
衆回線Ｉ／Ｆ１００２が加えられたことである。
【００８０】
　ＣＰＵ１００１は、メモリ２０２に記憶されたＩＰネットワーク対応の音声通話制御プ
ログラムに基づいてＩＰネットワーク１０６を介して他のＩＰ電話９０２と音声通話を行
う際に必要となる全ての動作を制御する。従って、ＣＰＵ１００１は、ＳＩＰ（Session 
Initiation Protocol ）やＨ．３２３に代表される呼制御プロトコルに従って、宛先端末
との間の呼制御を実行する。また、ＣＰＵ１００１は、表示装置２０４やネットワークＩ
／Ｆ２０５、公衆回線Ｉ／Ｆ１００２に必要な指示を与える。また、ＣＰＵ１００１は、
ＥＮＵＭサーバ９０３へ宛先端末に対応するＮＡＰＴＲレコードを問い合わせるＥＮＵＭ
クエリーの送出や、そのＥＮＵＭクエリーに対する応答（ＥＮＵＭ応答）の受信、並びに
、ＤＮＳサーバ１０４へＩＰアドレスを問い合わせるＩＰアドレス問い合わせの送出や、
そのＩＰアドレス問い合わせに対する応答（ＩＰアドレス応答）の受信制御を行う。
【００８１】
　また、ＣＰＵ１００１は、メモリ２０２に記憶された公衆回線網対応の音声通話制御プ
ログラムに基づいて公衆回線網９０４を介して他のＩＰ電話９０２と音声通話を行う際に
必要となる全ての動作を制御する。
【００８２】
　公衆回線Ｉ／Ｆ１００２は、ＩＰ電話９０１が接続される公衆回線網９０４とのインタ
ーフェースとしてモデム機能を有し、交換機９０５との間で呼接続／切断手順を実行する
機能と、呼接続後に着信側のＩＰ電話９０２が接続される交換機９０６との間で通話機能
を設定する機能を有する。
【００８３】
　交換機９０５は、ＩＰ電話９０１から着信側ＩＰ電話９０２のＰＳＴＮ電話番号を受け
付けると、公衆回線網９０４を介して宛先端末が接続された交換機９０６との間で呼接続
処理を実行するとともに、呼接続後の通話状態を監視して呼切断処理を実行する。
【００８４】
　図１１は、ＩＰ電話９０１の外観を示す正面図である。なお、ＩＰ電話９０２について
も同様の構成を有する。
【００８５】
　図１１において、ＩＰ電話９０１は、オペレータの音声を受けるマイクと、受話音声を
出音するスピーカとを有するハンドセット２０３と、電話番号等を受け付けるテンキー１
１０２と、留守番電話機能を切り替える留守キー１１０３と、音声を外部出力に切り替え
るスピーカキー１１０４と、ワンタッチ発信機能等に代表される各種機能が設定可能なフ
ァンクションキー１１０５とを備えている。さらに、側面部にＩＰネットワーク１０６に
接続されるＬＡＮインターフェース（ＬＡＮＩ／Ｆ）１１０６と、公衆回線網９０４に接
続される公衆回線インターフェース（公衆回線Ｉ／Ｆ）１１０７とを備えている。
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【００８６】
　また、ファンクションキー１１０５の上側に、液晶パネル等で構成される表示装置２０
４が設けられている。表示装置２０４は、ＥＮＵＭサーバ９０３から受信した発信者番号
あるいは発信者番号に対応付けて電話帳登録された氏名等が表示される。
【００８７】
　図１２は、ＥＮＵＭサーバ９０３のＤＢ３０３に登録されたＮＡＰＴＲレコードの一例
を示す図である。同図において、ＩＰ電話番号「０５０１１１１２２２２」及び「０５０
３３３３４４４４」から得られるドメイン名に対応するＮＡＰＴＲレコードが登録された
場合を示している。
【００８８】
　同図において、ＩＰ電話番号「０５０１１１１２２２２」から得られるドメイン名「２
．２．２．２．１．１．１．１．０．５．０．ｅ１６４．ａｒｐａ」に対してＵＲＩスキ
ーム「ｓｉｐ：０５０１１１１２２２２＠ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｊｐ」が対応付けられて
いる。同ＳｅｒｖｉｃｅフィールドにはＩＰ電話に対応可能であることを示す「Ｅ２Ｕ＋
ｓｉｐ」が記述されている。
【００８９】
　さらに同ドメイン名「２．２．２．２．１．１．１．１．０．５．０．ｅ１６４．ａｒ
ｐａ」に対してＵＲＩスキーム「ｔｅｌ：８１３１０００００００；ｓｖｃ＝ｖｏｉｃｅ
」が対応付けられている。同ＳｅｒｖｉｃｅフィールドにはＰＳＴＮ電話に対応可能であ
ることを示す「Ｅ２Ｕ＋ｖｏｉｃｅ：ｔｅｌ」が記述されている。また、同Ｓｅｒｖｉｃ
ｅフィールド「Ｅ２Ｕ＋ｓｉｐ」にはＯｒｄｅｒ＝１００、同Ｓｅｒｖｉｃｅフィールド
「Ｅ２Ｕ＋ｖｏｉｃｅ：ｔｅｌ」にはＯｒｄｅｒ＝２００が記述されている。Ｏｒｄｅｒ
値はＳeｒｖｉｃｅの優先度を示す。
【００９０】
　同図において、ＩＰ電話番号「０５０３３３３４４４４」から得られるドメイン名「４
．４．４．４．３．３．３．３．０．５．０．ｅ１６４．ａｒｐａ」に対してＵＲＩスキ
ーム「ｓｉｐ：０５０３３３３４４４４＠ｔｏｋｙｏ．ｍａｉｌ．ｃｏｍ」が対応付けら
れている。同ＳｅｒｖｉｃｅフィールドにはＩＰ電話に対応可能であることを示す「Ｅ２
Ｕ＋ｓｉｐ」が記述されている。
【００９１】
　さらに同ドメイン名「４．４．４．４．３．３．３．３．０．５．０．ｅ１６４．ａｒ
ｐａ」に対してＵＲＩスキーム「ｔｅｌ：８１３１００００００１；ｓｖｃ＝ｖｏｉｃｅ
」が対応付けられている。同ＳｅｒｖｉｃｅフィールドにはＰＳＴＮ電話に対応可能であ
ることを示す「Ｅ２Ｕ＋ｖｏｉｃｅ：ｔｅｌ」が記述されている。また、同Ｓｅｒｖｉｃ
ｅフィールド「Ｅ２Ｕ＋ｓｉｐ」にはＯｒｄｅｒ＝１００、同Ｓｅｒｖｉｃｅフィールド
「Ｅ２Ｕ＋ｖｏｉｃｅ：ｔｅｌ」にはＯｒｄｅｒ＝２００が記述されている。Ｏｒｄｅｒ
値はＳeｒｖｉｃｅの優先度を示す。
【００９２】
　なお、上記ＩＰ電話９０１及びＩＰ電話９０２の各電話番号「０５０１１１１２２２２
」及び「０５０３３３３４４４４」は、ＩＰ電話番号体系の電話番号であり、ＵＲＩに含
まれるＰＳＴＮ電話番号「０３１０００００００」及び「０３１００００００１」は、０
ＡＢＪ番号体系の電話番号である。したがって、ＮＡＰＴＲレコードには、ＩＰ電話９０
１及びＩＰ電話９０２にそれぞれ割り当てられたＩＰ電話番号とＰＳＴＮ電話番号（０Ａ
ＢＪ番号）の対応付けがなされている。
【００９３】
　ＥＮＵＭサーバ９０３は、ＩＰ電話９０１から着信側ＩＰ電話９０２のＩＰ電話番号に
基づくドメイン名を設定したＥＮＵＭクエリーを受け付けると、図１２のＮＡＰＴＲレコ
ードの中から該当するＮＡＰＴＲレコードを検索し、このＮＡＰＴＲレコードを含むＥＮ
ＵＭ応答をＩＰ電話９０１に返送する。
【００９４】
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　次に、図９のＩＰ電話システム９００において、ＩＰ電話９０１がＩＰ電話９０２と通
話を行うまでの動作について、図１３に示すシーケンス図を参照して説明する。
【００９５】
　なお、図１３の動作を説明する前提として、ＥＮＵＭサーバ９０３のＤＢ３０３には図
１２に示すＮＡＰＴＲレコードが登録されているものとする。また、ＩＰ電話９０１及び
ＩＰ電話９０２には、それぞれ電話番号として、０ＡＢＪ番号体系のＰＳＴＮ電話番号「
０３１０００００００」及び「０３１００００００１」と、ＩＰ電話番号体系の「０５０
」から始まるＩＰ電話番号「０５０１１１１２２２２」及び「０５０３３３３４４４４」
が割り当てられているものとする。
【００９６】
　図１３に示すシーケンス図では、ＩＰ電話９０１のオペレータがＩＰ電話９０２のＩＰ
電話番号を入力して通話を開始するまでの動作について説明する。
【００９７】
　ＩＰ電話９０１がＩＰ電話１９０２と通話を行う場合、まず、ＩＰ電話９０１は、オペ
レータによりＩＰ電話９０２のＩＰ電話番号「０５０３３３３４４４４」が入力された後
、そのＩＰ電話番号「０５０３３３３４４４４」を設定した「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージ
を含む発呼をネットワークＩ／Ｆ２０５からＣＡ１０５に送出する（ステップＳ１３０１
）。
【００９８】
　ここで、「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージの設定内容の一例について図７を参照して説明す
る。この「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージには、第３行目に示すようにＦｒｏｍヘッダを含む
とともに、第４行目に示すようにＴｏヘッダが含まれている。Ｆｒｏｍヘッダには、発信
元であるＩＰ電話９０１のＩＰ電話番号「０５０１１１１２２２２」を含む内容が記述さ
れる。また、Ｔｏヘッダには、着信側であるＩＰ電話９０２のＩＰ電話番号「０５０３３
３３４４４４」を含む内容が記述される。
【００９９】
　特に、同図に示す例では、Ｆｒｏｍヘッダ及びＴｏヘッダに記述される内容に＠マーク
を含ませ、その前側（同図に示す左側）にそれぞれ発信元又は着信側のＩＰ電話番号を記
述している。なお、Ｆｒｏｍヘッダ及びＴｏヘッダに記述される内容は、特に同図に示す
内容に限定されない。
【０１００】
　ＣＡ１０５は、ＩＰ電話９０１から「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージを含む発呼を受信する
と、この「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージに含まれるＴｏヘッダから着信側であるＩＰ電話９
０２のＩＰ電話番号を抽出する。この場合、図７に示すＴｏヘッダの記述内容のうち、＠
マークの前側に記述された「０５０３３３３４４４４」を着信側のＩＰ電話９０２のＩＰ
電話番号として抽出する。
【０１０１】
　そして、ＣＡ１０５は、ＩＰ電話９０１から受信した「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージを含
む発呼を着信側であるＩＰ電話９０２に送出する（ステップＳ１３０２）。本実施の形態
では、ＩＰネットワーク１０６に障害が発生、又はＩＰ電話９０２のネットワークＩ／Ｆ
２０５の故障等により「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージに対する応答がＩＰ電話９０１に対し
て返送されず、無応答であることを図１３に示している。
【０１０２】
　そして、ＣＡ１０５は、ＩＰ電話９０２からの応答を待つタイマーを起動させ、タイム
アウトエラーになると、「４０８タイムアウト」メッセージをＩＰ電話９０１に返送する
(ステップＳ１３０３)。ＣＡ１０５はタイムアウト管理しないものもあり、その場合には
ＩＰ電話９０１にはＩＮＶＩＴＥに対する応答信号は到達しない。
【０１０３】
　ＩＰ電話９０１は、ＣＡ１０５から「４０８タイムアウト」メッセージを受信またはＩ
ＮＶＩＴＥ応答信号が返信されないと判断すると、ＩＰ電話９０２のＩＰ電話番号「０５
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０３３３３４４４４」に対応するＮＡＰＴＲレコードを問い合わせるＥＮＵＭクエリーを
ネットワークＩ／Ｆ２０５からＥＮＵＭサーバ９０３に対して送出する（ステップＳ１３
０４）。この場合、ＩＰ電話９０１は、実施の形態１で説明した同様の処理により、ＩＰ
電話番号「０５０３３３３４４４４」に対するドメイン名「４．４．４．４．３．３．３
．３．０．５．０．ｅ１６４．ａｒｐａ」を得て、この文字列に対応するＮＡＰＴＲレコ
ードを問い合わせるＥＮＵＭクエリーをＥＮＵＭサーバ９０３に送出する。
【０１０４】
　ＥＮＵＭサーバ９０３は、ＩＰ電話９０１からＥＮＵＭクエリーを受け付けると、ドメ
イン名「４．４．４．４．３．３．３．３．０．５．０．ｅ１６４．ａｒｐａ」に対応す
るＮＡＰＴＲレコードをＤＢ３０３から検索し、検索したＮＡＰＴＲレコードを含むＥＮ
ＵＭ応答をＩＰ電話９０１に返送する（ステップＳ１３０５）。
【０１０５】
　次いで、ＩＰ電話９０１は、ＥＮＵＭサーバ９０３からＮＡＰＴＲレコードを含むＥＮ
ＵＭ応答を受け付けると、ｏｒｄｅｒ値の高い（優先順位の低い）ＰＳＴＮ電話に対応可
能であることを示すＮＡＰＴＲレコードを選択して、指定された「ｔｅｌ：８１３１００
００００１；ｓｖｃ＝ｖｏｉｃｅ」からカントリーコード８１を外し０を付加して「０３
１００００００１」を取り出して、ＩＰ電話９０２のＰＳＴＮ電話番号を認識する。そし
て、ＩＰ電話９０１は、そのＰＳＴＮ電話番号「０３１００００００１」を用いて、公衆
回線Ｉ／Ｆ１００２から交換機９０５に発呼する（ステップＳ１３０６）。
【０１０６】
　交換機９０５は、ＩＰ電話９０１からＩＰ電話９０２のＰＳＴＮ電話番号「０３１００
００００１」を受け付けると、公衆回線網９０４を介してＩＰ電話９０２が接続された交
換機９０６に呼接続要求を送出する（ステップＳ１３０７）。交換機９０６は、交換機９
０５から呼接続要求を受信すると、着呼信号をＩＰ電話９０２に送出する（ステップＳ１
３０８）。ＩＰ電話９０２は、交換機９０６から着呼信号を受信すると、着信音を鳴動さ
せてオペレータに知らせるとともに、リングバックトーンを交換機９０６に送出する（ス
テップＳ１３０９）。交換機９０６は、ＩＰ電話９０２から受信したリングバックトーン
信号を交換機９０５に送出する（ステップＳ１３１０）。
【０１０７】
　交換機９０５は、交換機９０６から受信したリングバックトーン信号をＩＰ電話９０１
に送出する（ステップＳ１３１１）。ＩＰ電話９０１は、交換機９０５から受信したリン
グバックトーン信号によりハンドセット２０３のスピーカからＩＰ電話９０２の着信音を
オペレータに聞かせる。
【０１０８】
　そして、ＩＰ電話９０２は、ハンドセット２０３がオフフック操作されると、オフフッ
ク信号を交換機９０６に送出する（ステップＳ１３１２）。交換機９０６は、ＩＰ電話９
０２からオフフック信号を受信すると、交換機９０５に接続されたＩＰ電話９０１との間
の呼接続を完了する（ステップＳ１３１３）。この呼接続の完了により、ＩＰ電話９０１
とＩＰ電話９０２との間の公衆回線網９０４を介した通話が可能となる。
【０１０９】
　以上のように、本実施の形態２のＩＰ電話システム９００では、ＥＮＵＭサーバ９０３
のＤＢ３０３に、ＩＰ電話９０１とＩＰ電話９０２のＰＳＴＮ電話番号（０ＡＢＪ番号）
とＩＰ電話番号とを対応つけたＮＡＰＴＲレコードを登録する。そして、公衆回線網とＩ
Ｐネットワークの両方に接続可能なＩＰ電話９０１とＩＰ電話９０２の間の呼接続処理に
おいて、ＩＰネットワーク１０６を介したＩＰ電話９０２との呼接続が不可能な場合は、
発信元のＩＰ電話９０１が着信側のＩＰ電話９０２のＩＰ電話番号から得たドメイン名を
設定したＥＮＵＭクエリーをＥＮＵＭサーバ９０３に送出する。そして、ＥＮＵＭサーバ
９０３は、ＩＰ電話９０１から受信したＥＮＵＭクエリーに設定されたドメイン名に該当
するＮＡＰＴＲレコードを検索し、そのＮＡＰＴＲレコードを含むＥＮＵＭ応答をＩＰ電
話９０１に返送する。ＩＰ電話９０１は、ＥＮＵＭサーバ９０３から受信したＥＮＵＭ応
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答に含まれるＮＡＰＴＲレコードから着信側ＩＰ電話９０２のＰＳＴＮ電話番号を取り出
し、このＰＳＴＮ電話番号を用いて公衆回線網９０４を介してＩＰ電話９０２に発呼する
ようにした。
【０１１０】
　したがって、公衆回線網とＩＰネットワークの両方に接続可能なＩＰ電話間の呼接続処
理において、ＩＰネットワーク１０６を介した呼接続が不可能な場合は、自動的に公衆回
線網への発呼に切り替えられるので、ＩＰ電話のオペレータは、電話をかけ直す手間を軽
減することができる。無料のＩＰ電話発呼から有料従量課金の公衆網：ＰＳＴＮ電話への
切り替え時にはその旨をオペレータの音、ランプ等で通知する機能を有してもかまわない
。
【０１１１】
　次に、着信側のＩＰ電話において、発信側のＩＰ電話の発信者の情報（ＰＳＴＮ電話番
号や電話機内部の電話帳に登録されている発信者の氏名）を表示装置２０４に表示する場
合の呼接続手順について、以下に説明する。
【０１１２】
　次に、図９のＩＰ電話システム９００において、ＩＰ電話９０１がＩＰ電話９０２とＩ
Ｐ通話を行うまでの動作について、図１４に示すシーケンス図を参照して説明する。
【０１１３】
　なお、図１４の動作を説明する前提として、ＥＮＵＭサーバ９０３のＤＢ３０３には図
１２に示すＮＡＰＴＲレコードが登録されているものとする。また、ＩＰ電話９０１及び
ＩＰ電話９０２には、それぞれ電話番号として、０ＡＢＪ番号体系のＰＳＴＮ電話番号「
０３１０００００００」及び「０３１００００００１」と、ＩＰ電話番号体系の「０５０
」から始まるＩＰ電話番号「０５０１１１１２２２２」及び「０５０３３３３４４４４」
が割り当てられているものとする。
【０１１４】
　図１４に示すシーケンス図では、ＩＰ電話９０１のオペレータがＩＰ電話９０２のＩＰ
電話番号を入力して通話を開始するまでの動作について説明する。
【０１１５】
　ＩＰ電話９０１がＩＰ電話９０２と通話を行う場合、まず、ＩＰ電話９０１は、オペレ
ータによりＩＰ電話９０２のＩＰ電話番号「０５０３３３３４４４４」が入力される。
【０１１６】
　ＩＰ電話９０１は、入力されたＩＰ電話番号により「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージを含む
発呼をネットワークＩ／Ｆ２０５からＣＡ１０５に送出する（ステップＳ１４０３）。
【０１１７】
　ここで、「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージの設定内容の一例について図７を参照して説明す
る。この「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージには、第３行目に示すようにＦｒｏｍヘッダを含む
とともに、第４行目に示すようにＴｏヘッダが含まれている。Ｆｒｏｍヘッダには、発信
元であるＩＰ電話９０１のＩＰ電話番号「０５０１１１１２２２２」を含む内容が記述さ
れる。また、Ｔｏヘッダには、着信側であるＩＰ電話９０２のＩＰ電話番号「０５０３３
３３４４４４」を含む内容が記述される。
【０１１８】
　特に、同図に示す例では、Ｆｒｏｍヘッダ及びＴｏヘッダに記述される内容に＠マーク
を含ませ、その前側（同図に示す左側）にそれぞれ発信元又は着信側のＩＰ電話番号を記
述している。なお、Ｆｒｏｍヘッダ及びＴｏヘッダに記述される内容は、特に同図に示す
内容に限定されない。
【０１１９】
　ＣＡ１０５は、ＩＰ電話９０１から「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージを含む発呼を受信する
と、この「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージに含まれるＴｏヘッダから着信側であるＩＰ電話９
０２のＩＰ電話番号を抽出する。この場合、図７に示すＴｏヘッダの記述内容のうち、＠
マークの前側に記述された「０５０３３３３４４４４」を着信側のＩＰ電話９０２のＩＰ
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電話番号として抽出する。
【０１２０】
　そして、ＣＡ１０５は、ＩＰ電話９０１から受信した「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージを含
む発呼を着信側であるＩＰ電話９０２に送出する（ステップＳ１４０４）。ＩＰ電話９０
２は、ＣＡ１０５から「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージを含む発呼を受信すると、呼び出し音
を鳴動させて着信をオペレータに知らせるとともに、「１８０ｒｉｎｇｉｎｇ」メッセー
ジをＣＡ１０５に送出する（ステップＳ１４０５）。ＣＡ１０５は、ＩＰ電話９０２から
受信した「１８０ｒｉｎｇｉｎｇ」メッセージを着信側のＩＰ電話９０１に送出する（ス
テップＳ１４０６）。
【０１２１】
　ＩＰ電話９０１は、ＩＰ電話９０２から「１８０ｒｉｎｇｉｎｇ」メッセージを受信す
ると、ハンドセット２０３のスピーカからリングバックトーンが発音して、着信先のＩＰ
電話９０２を呼び出していることがオペレータに知らされる。
【０１２２】
　次いで、ＩＰ電話９０２は、先に受信した「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージのＦｒｏｍヘッ
ダに記述される発信元であるＩＰ電話９０１のＩＰ電話番号「０５０１１１１２２２２」
を取り出し、実施の形態１で説明した同様の処理により、ＩＰ電話番号「０５０１１１１
２２２２」に対するドメイン名「２．２．２．２．１．１．１．１．０．５．０．ｅ１６
４．ａｒｐａ」を得て、この文字列に対応するＮＡＰＴＲレコードを問い合わせるＥＮＵ
ＭクエリーをＥＮＵＭサーバ９０３に送出する（ステップＳ１４０７）。
【０１２３】
　ＥＮＵＭサーバ９０３は、ＩＰ電話９０２からＥＮＵＭクエリーを受け付けると、ドメ
イン名「２．２．２．２．１．１．１．１．０．５．０．ｅ１６４．ａｒｐａ」に対応す
るＮＡＰＴＲレコードをＤＢ３０３から検索し、検索したＮＡＰＴＲレコードを含むＥＮ
ＵＭ応答をＩＰ電話９０２に返送する（ステップＳ１４０８）。この場合、ＥＮＵＭサー
バ９０３は、図１２に示すＮＡＰＴＲレコードのうち、上側のドメイン名に属するＮＡＰ
ＴＲレコードを検索し、このＮＡＰＴＲレコードを含むＥＮＵＭ応答をＩＰ電話９０２に
返送する。このＥＮＵＭ応答がＩＰ電話９０２に返送されることで、ＩＰ電話９０１のＰ
ＳＴＮ電話番号が「０３１０００００００」であることがＩＰ電話９０２に通知されるこ
とになる。
【０１２４】
　次いで、ＩＰ電話９０２は、ＥＮＵＭサーバ９０３からＮＡＰＴＲレコードを含むＥＮ
ＵＭ応答を受け付けると、ＩＰ電話９０１のＰＳＴＮ電話番号「０３１０００００００」
を取り出して表示装置２０４に表示する。この表示例を図１１の表示装置２０４に示す。
この表示により、ＩＰ電話９０２のオペレータは、発信者が誰であるかを認識し、今回の
着信に応答すべきか否かを判断することができる。なお、ＰＳＴＮ電話番号が電話帳登録
されていれば、電話帳に登録されている発信者の氏名を表示装置２０４に表示するように
しても良い。
【０１２５】
　そして、着信先のＩＰ電話９０２において、オペレータによるハンドセット２０３のオ
フフックが検出されると、ＩＰ電話９０１に対して接続許可を示す「２００ＯＫ」メッセ
ージが送出される（ステップＳ１４０９）。
【０１２６】
　次いで、ＩＰ電話９０１は、ＩＰ電話９０２から「２００ＯＫ」メッセージを受信する
と、ＩＰ電話９０２に対して「ＡＣＫ」メッセージを送出する（ステップＳ１４１０）。
ＩＰ電話９０２は、ＩＰ電話９０１から「ＡＣＫ」メッセージを受信すると、ＩＰ電話９
０１とＩＰ電話９０２との間で通話可能状態となる。
【０１２７】
　以上のように、ＩＰ電話９０１が、ＩＰ電話番号で発呼した場合も、着信側ＩＰ電話９
０２が発信元のＰＳＴＮ電話番号をＥＮＵＭサーバ９０３から取得して、その取得したＰ
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ＳＴＮ電話番号を着信時に電話機に表示する。したがって、着信側ＩＰ電話９０２のオペ
レータは、発信元ＩＰ電話９０１のＩＰ電話番号を覚える必要が無く、また、ＰＳＴＮ電
話番号だけを電話帳登録してあれば電話機の具備する電話帳に登録の氏名等により発信者
が誰かを知ることができる。
【０１２８】
　したがって、着信側ＩＰ電話９０２のオペレータは、表示されたＰＳＴＮ電話番号ある
いは氏名から発信者が誰であるかを確認してからオフフックするか否かを決めることかで
き、知らない相手からの電話を受けることを回避することができる。
【０１２９】
　また、表示装置２０４には発信側のＩＰ電話９０１に割り当てられたＰＳＴＮ電話番号
あるいは電話帳に登録の氏名を表示するようにしたため、ＩＰ電話９０２のオペレータは
、ＩＰ電話番号が表示された場合よりも発信者が誰であるかを確認することが容易である
。電話帳にもＰＳＴＮ電話番号の方だけを登録しておけば良く、オペレータの負担を軽減
させることができる。
【０１３０】
　なお、上記実施の形態２では、ＩＰ電話９０１からＩＰ電話９０２に発呼する場合を説
明したが、ＩＰ電話９０２からＩＰ電話９０１に発呼する場合も同様に上記シーケンス及
びフローを適用可能である。
【産業上の利用可能性】
【０１３１】
　本発明に係るＥＮＵＭサーバ、ＩＰ電話装置及びＩＰ電話システムによれば、ＩＰ電話
番号による発呼をＰＳＴＮ電話番号による発呼に自動的に切り替えて発呼することができ
、ＩＰ電話装置のユーザの負担を軽減するＩＰ電話システムを提供できる点で有用である
。
【図面の簡単な説明】
【０１３２】
【図１】本発明を適用した実施の形態１に係るＩＰ電話システムの構成を示す図
【図２】本実施の形態１に係るＩＰ電話の構成を示すブロック図
【図３】本実施の形態１に係るＥＮＵＭサーバの構成を示すブロック図
【図４】本実施の形態１に係るＥＮＵＭサーバのＤＢに登録されたＮＡＰＴＲレコードの
一例を示す図
【図５】本実施の形態１に係るＤＮＳサーバのＤＢに登録されたデータの一例を示す図
【図６】本実施の形態１に係るＩＰ電話システムにおいて、発信側のＩＰ電話が着信側の
ＩＰ電話と通話を行うまでの動作を説明するためのシーケンス図
【図７】図６において、発信側のＩＰ電話から着信側のＩＰ電話に送出される「ＩＮＶＩ
ＴＥ」メッセージの内容の一例を示す図
【図８】図６のシーケンスにおける発信側のＩＰ電話の動作を説明するためのフローチャ
ート
【図９】本発明を適用した実施の形態２に係るＩＰ電話システムの構成を示す図
【図１０】本実施の形態２に係るＩＰ電話の構成を示すブロック図
【図１１】図１０のＩＰ電話の外観を示す正面図
【図１２】本実施の形態２に係るＥＮＵＭサーバのＤＢに登録されたＮＡＰＴＲレコード
の一例を示す図
【図１３】本実施の形態２に係るＩＰ電話システムにおいて、発信側のＩＰ電話が着信側
のＩＰ電話と通話を行うまでの動作を説明するためのシーケンス図
【図１４】本実施の形態２に係るＩＰ電話システムにおいて、発信側のＩＰ電話が着信側
のＩＰ電話と通話を行うまでの他の動作を説明するためのシーケンス図
【符号の説明】
【０１３３】
　１００、９００　ＩＰ電話システム
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　１０１、１０２、９０１、９０２　ＩＰ電話
　１０３、９０３　ＥＮＵＭサーバ
　１０４　ＤＮＳサーバ
　１０５　ＣＡ
　１０６　ＩＰネットワーク
　２０１　ＣＰＵ
　２０２　メモリ
　２０３　ハンドセット
　２０４　表示装置
　２０５　ネットワークＩ／Ｆ
　９０４　公衆回線網
　９０５、９０６　交換機
１００２　公衆回線Ｉ／Ｆ

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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